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十分な手ごたえ、鯉を取り込むドキドキ

する瞬間です。

4月20日、養魚センターのつり堀りが桜

吹ぶきの中、オープンしました。
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中
里
村
合
併
二
十
周
年
以
来
、
十
五
年
間
に
わ
た
っ
た
村
史
編

さ
ん
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
回
発
刊
さ
れ
た
通
史

編
「
下
巻
し
を
最
終
と
し
て
、
通
史
編
「
上
巻
」
幅
資
料
編
「
上

下
巻
」
を
含
め
全
四
巻
か
ら
な
る
も
の
で
す
。
ま
た
こ
の
ほ
か
に

資
料
「
郷
士
な
か
さ
と
」
も
七
集
あ
り
堂
々
た
る
も
の
で
す
。

　
今
回
は
、
こ
の
四
分
冊
の
郷
士
史
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
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恥たち．が住む中里村、

　　どんな歴史があっ

　
　
服
〔
圓
　
メ
ミ
　
　
戸
　
〆
　
ン
　
ン
　
盛

　
こ
の
事
業
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
噸

村
史
編
さ
ん
委
員
会
を
組
織
し
、
竹

内
道
雄
先
生
（
愛
知
学
院
大
学
教
授
）

を
総
括
監
修
者
，
に
十
三
人
の
専
門
委

員
と
四
人
の
調
査
員
で
執
筆
を
進
め

て
き
た
も
の
で
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
の
貴
重
な
資
料
提
供

に
よ
り
完
結
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

上
巻

　
中
里
村
史
に
関
係
す
る
原
始
・
古

代
・
中
世
の
資
料
が
、
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
中
里
村
の

埋
蔵
文
化
財
の
学
術
的
発
掘
調
査
成

果
が
写
真
に
よ
っ
て
総
合
的
に
掲
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
遺
跡
数
は
、
実
に
六
十
六
箇

所
に
お
よ
び
、
収
め
ら
れ
た
遺
物
図

版
は
、
二
百
三
十
七
枚
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
解
説
あ
る
い
は

説
明
が
付
さ
れ
て
い
て
、
読
者
へ
の

便
が
は
か
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
口
絵
に
は
、
珍
し
い
ナ
イ
フ

形
石
器
・
半
月
石
器
・
円
孔
文
土
器

な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
興
味
あ
る
方
な
ら
、
手
に
取
っ
て

み
た
い
も
の
ば
か
り
で
す
。

下
巻

　
近
世
（
慶
長
三
年
か
ら
慶
応
三
年

ま
で
の
二
百
七
十
年
間
）
お
よ
び
近

代
（
明
治
・
大
正
・
昭
和
二
十
年
八

月
十
五
日
ま
で
）
の
史
料
が
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
近
世
部
に
は
、
江
戸
時
代
の
庶
民

史
料
を
中
心
に
、
一
万
余
点
の
史
料

の
中
か
ら
、
中
里
村
内
及
び
一
部
近

隣
市
町
村
の
史
料
二
百
七
十
二
点
が

精
選
さ
れ
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
「
天
領
と
藩
領
の
支
配
」

「
村
」
　
「
土
地
開
発
」
　
「
産
業
と
交

通
」
　
「
社
会
と
文
化
」
と
い
う
だ
れ

に
も
親
し
み
や
す
い
題
目
が
付
さ
れ

て
ま
す
。
中
里
村
民
の
祖
先
の
全
生

活
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
く
る
思

い
が
し
ま
す
。

　
近
代
・
現
代
の
部
門
に
は
、
明
治

維
新
以
後
か
ら
中
里
村
合
併
、
村
制

施
行
三
十
周
年
記
念
式
典
が
開
催
さ

れ
た
昭
和
六
十
年
七
月
二
十
五
日
に

至
百
十
八
年
間
の
各
分
野
の
史
料
が

精
選
さ
れ
、
四
百
六
十
二
点
が
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
代
・
現
代
の
史
料
は
、
現
在
の

村
民
が
直
接
あ
る
い
は
間
接
に
実
際

村
史
が

　
　
　
完
結
す
る
ま
で

昭
和
五
十
二
年

　
村
史
編
さ
ん
室
開
設

昭
和
五
十
六
年

　
「
郷
土
な
か
さ
と
」
第
一
集
発
刊

昭
和
五
十
七
年

　
「
郷
土
な
か
さ
と
」
第
二
集
発
刊

昭
和
五
十
八
年

　
「
郷
土
な
か
さ
と
」
第
三
集
発
刊

昭
和
五
十
九
年

　
「
郷
土
な
か
さ
と
」
第
四
集
発
刊

昭
和
六
十
年

「
郷
土
な
か
さ
と
」
第
五
集
発
刊

　
「
資
料
編
」
　
上
巻
　
発
刊

昭
和
六
十
一
年

　
「
郷
土
な
か
さ
と
」
第
六
集
発
刊

昭
和
六
十
二
年

　
「
郷
土
な
か
さ
と
」
第
七
集
発
刊

　
「
資
料
編
」
　
下
巻
　
発
刊

昭
和
六
十
一
一
一
年

　
「
通
史
編
」
　
上
巻
　
発
刊

平
成
元
年

　
「
通
史
編
」
　
下
巻
、
発
刊

平
成
二
年
三
月
　
全
刊
発
行
終
了

総
事
業
費
、
一
億
四
千
八
百
万
円



『中里村史』の完成を

喜び愛読をおすすめする

総括監修者
　文学博士

　竹内道雄さん

村史を編さんしようという話が出てから、更に15年

問という長い年月を要して『中里村史』全4巻が完成

し琴した。まことにおめでとうございます。心からお

祝い申し上げます。

村史の完結は￥村史編さん関係者と村民の皆さん万

の英知と和合の結晶であります。本書は大きく自然と

歴史と民俗の三分野からなり．悠々の昔から先祖の人

びとが歩琴れた足跡と作りあげてこられた業績￥いわ

ば先祖の人びとの犠いのち”が刻まれています。私ど

もは、この村史を読むことによって￥中里の自然環境

と歴史と文化を知り￥先祖の人びとと語り、現在と将

来の賢実は生活のあり万を学ぶことができます。

中里村史は、Eヨ本歴史の一端を担い￥比叡山延暦寺

の開山・最澄伝教大師が言われた「一隅を照らす￥此

れ則ち国宝なり。」の言葉にぴったりあてはまるよう

なすぐれた内容と性格を持っていると確信しておりま

す。それは、近代化・都市化によって失われた美しき

善き伝統を維持している中里の地万史が描かれている

と共に、発掘された史料が世界や日本の歴史の形成に

役立つ価値を持っているからです。しかも本書の文書

の文章は分かり易く．美しいカラーのロ絵．珍しい写

真・図表も豊富に載せられていて．読者は、興味を引か

れるところから自由にえらんで読むことができます。

村民の皆さんは、このすばらしい『中里村史』を各

ご家庭にお備えいただき．折にふれ時にふれて．愛読

頑味して活用し．来たるべき21世紀の指針にしていた

だきたいものであります。

　
通
史
編
上
巻

　
資
料
編
上
巻
の
資
料
を
基
に
し
記

述
さ
れ
た
原
始
・
古
代
・
中
世
・
近

世
の
歴
史
で
あ
り
、
こ
れ
に
「
中
里

の
自
然
」
が
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
中
里
の
自
然
」
に
は
、
大
自
然

を
背
景
に
、
中
里
の
動
・
植
物
に
つ

　
　
　
ら

い
て
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
原
始
の
中
里
」
は
、
近
年
来
発

見
さ
れ
た
中
里
村
の
数
多
い
遺
跡
、

遺
物
に
対
比
し
て
関
連
づ
け
な
が
ら

　
「
近
世
の
中
里
」
は
、
幕
府
領
藩

領
の
支
配
」
「
村
の
移
り
変
り
」
「
土

地
開
発
と
維
持
」
　
「
産
業
と
交
通
」

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
最
も
資
料
の

豊
富
な
時
代
の
歴
史
で
あ
り
、
紙
面

は
八
百
ぺ
ー
ジ
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
通
史
編
下
巻

　
「
近
代
の
中
里
」
と
し
て
、
明
治
か

ら
大
正
・
昭
和
二
十
年
ま
で
が
、
「
現

体
験
し
て
き
た
歴
史
を
反
映
し
て
い

る
も
の
が
多
く
、
ま
た
眠
り
続
け
て

い
た
祖
先
の
多
く
の
史
料
も
掲
載
さ

れ
て
お
り
興
味
深
い
も
の
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
「
中
世
の
中
里
」
に
は
、
ま
ず
い

ち
早
く
日
本
の
中
世
史
に
登
場
し
、

名
を
な
し
た
新
田
系
一
族
の
武
士
の

活
躍
を
中
心
に
南
北
朝
動
乱
期
の
妻

有
と
中
里
の
歴
史
に
つ
い
て
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　
「
近
世
の
中
里
」
は
、
幕
府
領
藩

領
の
支
配
」
「
村
の
移
り
変
り
」
「
土

地
開
発
と
維
持
」
　
「
産
業
と
交
通
」

か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
最
も
資
料
の

豊
富
な
時
代
の
歴
史
で
あ
り
、
紙
面

は
八
百
ぺ
ー
ジ
を
超
え
て
い
ま
す
。

代
の
中
里
」
と
し
て
、
終
戦
後
か
ら
平

成
元
年
ま
で
が
載
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
「
自
然
と
生
活
」
「
ム
ラ
社
会
の

生
活
」
「
年
中
行
事
」
「
ー
ム
ラ
の
神
仏
・

講
」
な
ど
、
「
中
里
の
民
俗
」
を
集
大
成

し
、
三
編
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
民
俗
編
に
つ
い
て
は
、
　
「
自

然
と
生
活
」
　
「
ム
ラ
の
生
活
」
の
二

章
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
編
は
、

中
里
村
の
特
色
で
あ
る
「
小
半
年
に

及
ぶ
降
雪
期
」
の
生
活
を
、
明
治
後

期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ご
ろ
ま
で

編
集
さ
れ
五
百
数
十
ぺ
ー
ジ
に
及
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
直
接
古
老

か
ら
の
聞
き
取
り
を
主
に
し
て
詳
細

に
記
述
さ
れ
て
お
り
親
近
感
が
得
ら

れ
ま
す
。

中里村史価格 羅騨　　　　 一　 隻『へ＿．

書　　　　名 頒布価格
（送料別〉

既
刊

中里村史資料編上巻
　　原始・古代・中世

2，000円

既
刊

中里村史資料編下巻
　　近世・近代・現代

5，000円

既
刊

中里村史通史編上巻
自然・原始・古代・中世・近世

3，500円

新
刊

中里村史通史編下巻
　　近代・現代・民俗

3，000円

中里村史資料編上・下巻セツト
特別割引

6，000円

中里村史通史編上・下巻セット
特別割引

6，000円

中里村史全4巻セット
特別割引

12，000円

申し込みは公民館へ

中騒村史出版記念

3月23日、総合センターにおいて、

中里村史出版記念式典が行われました。

15年間たいへんご苦労様でした。

3 広報磐”症と　　　　平成2年5月10日



・、
村
で
は
、
下
水
道
整
備
計
画

地
域
以
外
の
地
域
に
設
置
さ
れ

る
合
併
処
理
浄
化
槽
に
対
し
て
、

今
年
度
か
ら
助
成
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
希
望
す
る
方
は
、
五
月
三
十

一
日
㈱
ま
で
に
保
健
課
ま
で
申

し
込
ん
で
下
さ
い
。

　
近
年
、
生
活
系
排
水
が
、
水
質

汚
濁
の
主
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
処
理
す
る
た
め
に
、
国

の
補
助
制
度
に
準
じ
合
併
処
理

浄
化
槽
の
積
極
的
な
普
及
を
推

進
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
施
設
は
、
下
水
道
等
が

集
合
処
理
で
そ
の
建
設
に
長
期

854，000円

を
要
す
る
の
に
比
べ
、
個
別
処

理
、
集
合
処
理
の
二
方
式
が
可

能
で
、
設
置
期
間
が
極
め
て
短

期
（
約
三
日
）
で
済
み
ま
す
。

建
設
費
用
は
下
水
道
に
比
べ
安

価
で
出
来
、
処
理
水
質
は
下
水

道
と
同
等
で
す
。

　
制
度
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

339，000円

494，000円

麟‘

限度額

別表
　人槽区分

5人槽
6～7人槽

8～10人槽

●
補
助
対
象
地
域

　
桔
梗
原
・
程
島
・
東
田
尻
・

角
間
・
葎
沢
・
倉
下
・
土
倉
．

小
出
・
西
方
・
西
田
尻
・
芋
川

新
田
・
原
町
・
新
里
・
清
田
山

下
山
・
田
代
で
す
。
こ
の
外
の

下
水
道
整
備
計
画
地
域
は
、
対

象
外
で
す
。

●
補
助
対
象
建
物

　
対
象
地
域
に
お
い
て
、
専
用

住
宅
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
建
物
と
し
ま
す
。
又
は
、

延
べ
床
面
積
の
％
以
上
を
居
住

の
用
に
供
す
る
建
物
で
す
。

●
補
助
対
象
合
併
処
理
浄
化
槽

浄
化
槽
法
の
構
造
基
準
に
適

，羅，p、臆

　　　　　　簸軸　　　　，緬日

轟羅雛騨畔＼＼

合
し
、
生
物
化
学
的
酸
素
要
求

量
（
B
O
D
）
除
去
率
9
0
％
以

上
、
放
流
水
B
O
D
が
2
0
覧
（
日

間
平
均
値
）
以
下
の
機
能
を
有

す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
で
す
。

●
補
助
基
準
額

　
別
表
に
掲
げ
る
区
分
に
つ
き

そ
れ
ぞ
れ
に
定
め
る
額
を
限
度

と
し
て
、
予
算
額
の
範
囲
内
と

し
ま
す
。

　
詳
細
は
、
保
健
課
に
お
た
ず

ね
下
さ
い
。

公民館活動蹴耀臨醗籔鱗涯羅隷鱗縫灘雛
コーラス、ゴルフ、レクリェーション＆ボランティアで

す。又、木版画に絵画が加わり、いっそう内容深いものに

なっています。“お早目にどうぞ”

　申し込みは、電話で公民館へ。（63）2493

　公民館では、今年度も下表の講座を開きます。おっく

うがらずに、とにかく受講してみて下さい。友達ができ、

楽しく学べ、今までにない充実感が得られるでしょう。

　今年度から、皆さんの要望により新設される講座は、

開　催　日 時　　間 講　　　師 内　　　　　　容 場所

毎週1回
午後7時30分～
　　　　9時 その都度変更 講演会等を中心とした一般教養講座です

体中
育里
館村
）総
　合
　セ
　ン
　タ
　1

　（　た
　だ
　し
　陶
　芸
　教
　室
　は
　村
　民

毎週月曜日 午後7時30分～
　　9時30分

高野秋規さん（葎沢） 手づくり作品を楽しみ暮らしの中にうるおいを

第1・3金曜日 午後7時30分～
　　9時30分

重野桂二さん（＋日町市） 絵を書きたい方、版画といっしょにやりましょう

毎週火曜日 午後7時30分～
　　　　9時

小杉正芳さん永井保子さん

間野佳代子さん
男性会員を募集しています

第1・3月曜日 午後7時30分～
　　　　10時

高野よし子さん（如来寺） 愛情のこもった料理をあの人へ

第1・3月曜日 午後7時30分～
　　　　10時

保坂秀一さん（芋沢）
滝沢一郎さん（荒屋） 友達に差をつけたい君へ

第1・3月曜日 午後7時30分～
　　　　10時

島田寅雄さん（通り山〉 なにげない花で、部屋も棚も“あっと驚き”

第1・3月曜日 午後7時30分～
　　　　10時

白倉増之さん（山崎） 墨のニオイに筆文字はもちろん、心も気持ちも豊かに

第1・3月曜日 午後7時30分～
　　　　10時 その都度変更 楽しみながら地域に役だとう

毎月1回
午前9時30分～
　　午後3時

午前中は全体学習、午後には囲碁、踊りなどクラブ活動

4



威1リバーサイド劣園ついに完

　　　　　　　　　　　　干溝一

堀之”

盃
催

　
皆
さ
ん
か
ら
応
募
い
た
だ
い
た
ふ
る
さ
と

創
生
事
業
の
夢
が
、
次
々
と
実
現
さ
れ
て
い

ま
す
。
　
「
仲
間
と
一
緒
に
つ
く
る
夢
」
で
は

最
後
と
な
り
完
成
が
待
た
れ
て
い
た
「
ふ
る

さ
と
堀
之
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
公
園
」
が
、
つ

い
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
完
成
し
た
の
は
、
駅
裏
の
堀

　
　
　
　
　
之
川
両
岸
で
、
照
明
付
き
カ
ラ

　
　
　
　
　
ー
舗
装
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
（
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
）
、
シ

　
　
　
　
　
ン
ボ
ル
塔
、
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
な

　
　
　
　
　
ど
で
す
。

　
　
　
　
　
　
四
月
二
十
二
日
快
晴
の
な
か

　
　
　
　
　
干
溝
掘
之
川
リ
バ
ー
サ
イ
ド
実

　
　
　
　
　
行
委
員
会
（
樋
口
虎
治
郎
）
は
、

　
　
　
　
　
「
仲
間
と
一
緒
に
つ
く
る
夢
」

　
　
　
　
　
五
百
万
円
コ
ー
ス
の
完
成
を
関

　
　
　
　
　
係
者
と
集
落
全
員
で
綿
鯉
の
放

　
　
　
　
　
流
な
ど
し
て
祝
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
「
堀
之
川
」
公
園
事
業
は
、

　
　
　
　
　
草
ぼ
う
ぼ
う
だ
っ
た
堀
之
川
護

　
　
　
　
　
岸
を
河
川
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
し

公園のシンボルとなった塔

よ
う
と
手
づ
く
り
で
完
成
に
こ

ぎ
つ
け
た
も
の
で
す
。
昨
年
の

秋
か
ら
、
株
分
け
し
て
い
た
だ

い
た
ア
ジ
サ
イ
や
ス
イ
セ
ン
な

ど
を
、
早
朝
と
日
曜
日
に
集
落

総
出
で
植
栽
し
ま
し
た
。
春
の

ス
イ
セ
ン
か
ら
、
初
夏
の
ア
ジ

サ
イ
、
夏
の
サ
ル
ビ
ア
、
秋
の

コ
ス
モ
ス
と
四
季
の
花
々
が
咲

き
乱
れ
る
公
園
と
な
り
ま
す
。

　
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
な
ど

し
会
（
広
田
公
男
外
9
名
）
で

す
が
、
干
溝
集
落
事
業
と
し
て

取
り
組
み
、
子
供
会
か
ら
老
人

ク
ラ
ブ
ま
で
の
ア
イ
デ
ア
と
労

働
奉
仕
に
よ
る
う
れ
し
い
実
現

で
す
。

　
祝
賀
会
の
手
料
理
で
満
腹
の

子
ど
も
た
ち
は
、
さ
っ
そ
く
オ

ニ
ご
っ
こ
や
川
遊
び
に
は
し
や

ぎ
ま
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
　
「
川

が
き
れ
い
に
な
っ
た
の
で
こ
ん

ど
は
、
空
か
ん
な
ど
捨
て
な
い

で
」
と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

　
手
づ
く
り
の
、
ぬ
く
も
り
が

感
じ
ら
れ
る
公
園
で
す
。
朝
・

夕
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
の
コ

ー
ス
に
い
か
が
で
し
よ
う
か
。元気に泳ぐ錦鯉

コ　　ー　　ス 対　象 期　間 回数

教　　養 村民一般 6月～ 10

陶　　芸 村民一般 5月～10月 25

絵画・木版画 村民一般 5月～11月 12

　　　一コーフス 青年学級 5月～11月 12

料　　理 青年学級 5月～11月 12

ゴルフ 青年学級 5月～11月 12

生　　花 青年学級 5月～11月 12

書　　道 青年学級 5月～11月 12

レクリエーション

　　＆
ボランティア

青年学級 5月～11月 12

高齢者
60歳以上の

老　　　人 5月～3月 11

6
月
1
日
〈
新
潟
大
学
管
弦
楽
団
〉

　
　
オ
，
ケ
ス
ト
簡
，
が
や
つ
マ
く
璽
9

　
同
じ
く
ふ
る
さ
と
創
生
事
業

の
「
や
っ
て
み
た
い
な
私
の
夢
」

で
、
小
・
中
学
生
か
ら
の
多
く

の
希
望
に
よ
り
採
用
さ
れ
た

「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
生
演
奏
を

聴
く
」
が
実
現
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
新
潟
大
学
管
弦
楽

団
員
総
勢
百
五
十
人
を
招
き
、

村
内
の
小
・
中
学
生
に
”
生
”
の

，
音
響
を
聴
い
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

　
み
な
さ
ん
や
、
村
外
の
音
楽

愛
好
者
な
ど
多
数
の
ご
参
聴
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
　
　
六
月
一
日
㈹

　
　
　
　
午
後
一
時
よ
り
開
演

と
こ
ろ
　
中
里
中
学
校
体
育
館

入
場
料
　
無
料

主
催

協
賛

中
里
村
教
育
委
員
会

（
⊥
ハ
一
二
）
一
二
一
　
一
　
一

中
里
村
教
育
振
興
会

（
六
三
）
三
一
二
八

中
里
コ
ン
サ
ー
ト
協
会

（
六
三
）
二
七
八
八

平成2年5月／0日広報塑頻劉F♪・
　　一『圏『層■7r■■■『■■5



“こうつうしんこうを

　　　　　まもって”

◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

　

N・
　
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
交
通
安
全
を

　

◆
呼
び
か
け
て
い
ま
す
が
、
な
か
な

　

N
か
減
ら
な
い
事
故
や
違
反
。

N
　
わ
ず
か
鱒
枚
の
ハ
ガ
キ
か
ら
二

　

・
十
六
年
閤
安
全
運
転
を
守
り
つ
づ

　

・
け
て
き
た
田
中
の
石
沢
義
雄
さ
ん

　

坊
の
例
を
紹
介
し
ま
す
。

坊

灘
全

　
安

　
も

馨
筋

　
教街頭指

◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

　
　
　
二
十
二
年
前
の
昭
和
四
十
三

　
　
年
に
文
具
メ
ー
カ
ー
が
全
国
の

　
　
幼
稚
園
、
小
・
中
学
生
か
ら
募

　
　
集
し
た
コ
千
万
人
の
学
童
か

　
　
ら
一
千
万
人
の
運
転
者
に
交
通

　
　
安
全
の
絵
を
贈
る
運
動
」
が
発

　
　
端
と
な
り
ま
す
。
こ
の
絵
を
手

　
　
に
し
た
こ
と
か
ら
安
全
運
転
を

　
　
誓
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
は
が

　
　
き
」
で
、
表
に
ト
ラ
ッ
ク
の
絵

　
　
が
、
裏
に
、
　
”
こ
う
つ
う
し
ん

　
　
ご
う
を
ま
も
っ
て
う
ん
て
ん
し

　
　
て
く
だ
さ
い
わ
た
し
も
ま
も
り

　
　
ま
す
”
と
書
か
れ
て
あ
り
ま
す
。

　
　
　
こ
の
言
葉
に
強
く
心
打
た
れ

　
　
た
石
沢
さ
ん
は
、
そ
れ
ま
で
や

　
　
や
乱
暴
だ
っ
た
運
転
か
ら
安
全

　
　
運
転
に
心
掛
け
、
つ
い
に
昨
年

　
　
四
月
、
二
十
五
年
間
無
事
故
無

　
　
違
反
を
達
成
、
表
彰
さ
れ
ま
し

　
　
た
。
安
全
運
転
の
お
守
り
と
考

　
　
え
て
額
に
入
れ
、
大
切
に
し
て

　
　
き
元
「
は
が
き
」
を
こ
の
授
賞

　
　
を
機
に
少
女
に
返
そ
う
と
考
え

　
　
ま
し
た
。

　
　
　
あ
の
と
き
の
少
女
は
、
三
条

　
　
市
に
住
む
土
田
千
恵
子
さ
ん
（
二

　
　
十
八
歳
）
で
、
市
立
月
岡
小
学
校

　
　
　
の
教
員
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
四
月
十
三
日
、
緊
張
と
興
奮

気
味
の
な
か
で
対
面
し
ま
し
た
。

石
沢
さ
ん
か
ら
は
、
「
は
が
き
」

と
自
作
し
た
手
書
き
の
「
ク
ロ

ス
」
を
、
土
田
さ
ん
か
ら
は
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
「
ウ
サ
ギ
」

の
人
形
が
そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
「
ウ
サ
ギ
」
を

新
し
い
お
守
り
に
、
　
「
無
事
故

無
違
反
三
十
年
に
向
け
て
頑
張

り
た
い
」
と
石
沢
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
心
温
ま
る
事
例
は
、
「
T

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ン

N
N
ニ
ュ
ー
ス
プ
ラ
ス
ー
」
や
、

「
ズ
ー
ム
イ
ン
！
朝
！
」
に
放
映

さ
れ
話
題
を
よ
び
ま
し
た
。

　
今
日
も
元
気
で
、
安
全
運
転

を
願
い
な
が
ら
村
交
通
安
全
協

会
支
部
長
と
し
て
街
頭
指
導
な

ど
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

鋤
灘
灘
灘
鑛
灘
難
撚
難
懇
鐵
」

　
　
　
、
　
　
灘
灘
き

還
．
嚢
灘
燃
懸
灘
欝

鍵
難
欝
翻
繍
懇
欝
擁

麟
纈
欝
鍵
麟
鞘

　
　
　
　
き
　
　
　
　
　
ま
　
　
ま
　
　
ゑ
　
り
　

　
　
　
　
　
　
き

　
懸
騰
瓢
叢
懸
難
難
難
簸
　
繍
越

獄
　
　
　
　
　
　
｛
　
　
　
　
繕
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍵
だお守り

ドライブを楽しみながら

　交通マナーを身につける
　
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
期
間
中

の
四
月
八
日
（
日
）
、

郡
市
交
通
安
全
対

策
協
議
会
と
十
日

町
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
共
催
の

交
通
遣
児
チ
ャ
リ
’

テ
ィ
ー
「
第
八
回

交
通
安
全
運
動
コ

ン
ク
ー
ル
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
家
族
や
友

だ
ち
な
ど
で
、
車

で
ド
ラ
イ
ブ
を
楽

し
み
な
が
ら
、
交

通
規
則
や
マ
ナ
ー

を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、
交
通

事
故
を
防
止
し
よ
う
と
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
、

郡
市
内
外
か
ら
三
十
四
台
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
と
き
ど
き
降
る
雨
の
中
、
総

合
セ
ン
タ
ー
前
を
ス
タ
ー
ト
し
、

津
南
町
、
十
日
町
市
を
通
り
川

西
町
ゴ
ー
ル
の
約
六
〇
㎞
の
コ

ー
ス
で
、
途
中
に
あ
る
ク
イ
ズ

や
、
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
な
ど

に
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
ス
タ
ー
ト
地
点
の
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
参
加
者
み
ん
な
、

楽
し
そ
う
に
ス
タ
ー
ト
し
て
行

き
ま
し
た
。
来
年
は
、
み
な
さ

ん
も
参
加
し
て
み
て
は
、
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

総合センターを出発し津南へ向う参加者
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　　オラン9農業研修
　　　　　　　　　　　　　　　　　　①
＼へ　　村山一恵さん（東田沢）

－
、
魚

騒継講籔緯韓
禦毒を終季し燕萎艦まし幣
4ヌノ　　回にわたりレボートを紹介します。
○シ

　
私
が
一
年
間
、
行
っ
て
い
た

オ
ラ
ン
ダ
は
、
九
州
と
ほ
ぼ
同

じ
大
き
さ
で
日
本
に
比
べ
る
と

ず
っ
と
小
さ
な
国
で
す
。
気
候

は
北
海
道
の
北
の
方
と
似
て
い

ま
す
。

　
青
く
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
放

牧
地
と
春
に
咲
く
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
畑
は
、
一
生
忘
れ
る
事
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
オ
ラ
ン

ダ
で
私
が
入
っ
た
コ
ッ
ク
家
は
、

オ
ラ
ン
ダ
の
北
、
ス
ピ
ー
ル
ダ

イ
ク
と
い
う
村
に
あ
り
ま
す
。

　
＊
家
族
＊

　
と
に
か
く
”
楽
し
い
”
の
一

ユーモアある近所の友達と

夕食後の楽しい一時

言
で
す
。
み
ん
な
ユ
ー
モ
ア
好

き
で
、
本
当
に
仲
が
良
い
の
で

す
。
夕
食
の
時
が
一
家
が
揃
う

時
で
、
い
ろ
ん
な
話
に
花
が
咲

き
ま
す
。
仕
事
・
孫
の
ヨ
ー
ハ

ン
ち
ゃ
ん
な
ど
な
ど
時
に
は
私

の
事
も
…
…
本
当
に
暖
か
く
て
、

ふ
わ
ふ
わ
の
す
ば
ら
し
い
家
族

で
し
た
。

　
＊
食
事
＊

　
パ
ン
と
じ
ゃ
が
い
も
が
主
食

で
す
。
じ
ゃ
が
い
も
が
メ
イ
ン

の
食
事
は
”
暖
か
い
食
事
”
と

言
い
ま
す
。
コ
ッ
ク
家
は
、
夕

飯
が
暖
か
い
食
事
で
し
た
が
家

庭
に
よ
っ
て
は
昼
の
所
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
食
事
ば
、
最
初
に

肉
類
、
次
に
じ
ゃ
が
い
も
と
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
の
野
菜
を
食

べ
て
、
そ
の
あ
と
ヨ
ー
グ
ル
ト

か
フ
ラ
と
呼
ば
れ
る
プ
リ
ン
の

味
に
似
た
も
の
を
食
べ
ま
す
。

全
部
食
べ
終
わ
る
と
ヘ
ヌ
ー
フ

（
十
分
）
と
な
る
の
で
す
。
野

菜
の
素
材
を
生
か
し
調
味
料
を

ほ
と
ん
ど
使
っ
て
い
な
い
夕
食

で
、
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
も
太
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
だ
っ
て
お
い

し
か
っ
た
ん
で
す
よ
、
本
当
に
。

　
＊
仕
事
と
ア
ル
コ
ー
ル
＊

　
み
ん
な
本
当
に
働
き
者
で
朝

か
ら
晩
ま
で
よ
く
働
き
ま
す
。

身
体
が
こ
わ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い

か
と
思
う
ほ
ど
で
す
。
お
ま
け

に
手
が
早
い
、
速
い
。
こ
の
仕

事
の
量
に
比
例
し
て
、
ア
ル
コ

ー
ル
も
”
強
い
”
の
で
す
。
特

に
休
み
の
前
日
は
す
ご
い
も
の

で
す
。
三
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

　
蟻
灘
馨
灘
・

1年間過ごしたコック家

入
り
の
小
瓶
五
～
六
本
は
、
軽

く
飲
ん
じ
ゃ
い
ま
す
。
そ
れ
も

と
っ
て
も
楽
し
く
。
こ
れ
が
仕

事
の
源
動
力
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
飲
ん
で
遊
ん
で
仕
事
は
、

き
っ
ち
り
な
の
で
す
。

　
＊
休
日
＊

　
休
日
の
前
日
、
長
く
起
き
て

て
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
る
の
で
休

日
は
、
半
日
ゆ
っ
く
り
寝
て
い

ま
す
。
そ
の
あ
と
ゆ
っ
く
り
目

を
覚
ま
し
て
、
腹
ご
し
ら
え
を

食
生
活
推
進
委
員
委
嘱
さ
れ
る

　
四
月
二
十
日
、
保
健
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
新
た
に
十
名
が

中
里
村
食
生
活
推
進
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
十
日
町
保
健
所
と

村
と
の
共
催
で
行
わ
れ
る
栄
養

教
室
の
修
了
者
に
対
し
交
付
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
す
で
に
昭
和
四
十
九
年
か
ら

五
十
九
年
ま
で
、
「
こ
ぶ
し
会
」

会
員
な
ど
三
百
六
十
三
名
が
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
食
生
活
の

正
し
い
知
識
を
学
習
し
、
自
分

自
身
や
地
域
の
健
康
増
進
に
貢

献
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
し
ば
ら
く
休
ん
で
い
ま
し
た

が
、
四
年
ぶ
り
に
若
い
担
い
手

育
成
と
し
て
再
開
し
た
も
の
で
、

新
委
嘱
者
の
今
後
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

騰則　陣　（通り幽）
斎藤號ヤ予　《　灘　）
羽鳥　絢　　（新屋敷）
樺蘇警獲　　員薙子　　（　　が　　　）

根津二三子　（箏　川〉
根津　ミヨ　（　ノノ　）

高橋　コウ　（倉俣）
夫島八重子　（　〃　〉
島田　 ヨイ　（　〃　）

涌井　静子　（桂　〉

朧
灘
．
．
．
．

　
　
難
鯉

　
　
　
　
　
ノ

籔
　
繋
雛
．
ψ

　
灘

難灘雛

し
て
か
ら
天
気
の
良
い
日
は
自

転
車
で
近
所
を
ま
わ
り
ま
す
。

四
月
か
ら
十
月
ぐ
ら
い
ま
で
が
、

オ
ラ
ン
ダ
で
一
番
良
い
季
節
で

す
。
日
は
夜
遅
く
ま
で
沈
ま
な

い
し
、
本
当
に
平
ら
な
の
で
自

転
車
で
も
案
外
遠
く
ま
で
行
っ

て
来
る
事
が
で
き
ま
す
。
風
車

や
野
菜
畑
な
ど
を
見
な
が
ら
走

り
、
疲
れ
た
ら
川
原
で
ひ
と
休

み
、
何
で
も
な
い
こ
ん
な
事
が

私
の
息
ぬ
き
で
も
あ
り
ま
し
た
。

休
日
の
必
要
さ
み
た
い
な
も
の

を
実
感
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
ヨ
ー
ハ
ン
（
2
歳
）

難
欝
騰
錨

を
み
な
が
ら
感
じ
た
事
、
最
終

旅
行
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
一
年

間
を
通
し
て
感
じ
た
事
な
ど
を

書
い
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍

チューリップのウイルス病株抜き作業です

平成2年5月／0日広報躍卿豊と：7



爾
賜
薩
，

　　　嚢　　蒙
須
麟

夢
、

茎
’
琳撚

．
濃

欝

⑪

貝野小学校3年

南雲伸行さん

「ねこと風船」というお話の絵を

かきました。ねこの親子があそん

でいるところへ￥風船がとんでき

ました。はじめて見た風船におど

ろいているところをかきました。

大ロ恵美子ちゃん（2歳）⑪
　一彦・洋子夫婦の長女（重地）

　エミちゃんねえ．おじいちゃん

といっしょに￥田んぽや畑に行っ

て，お手伝しているの。本を見た

り絵を書いたりするのが大好き。

宝ものは．クマさんとウサギさん

のぬいぐるみで、クマさんをいつ

もだきながらねているの。お田さ

んは．元気でやさしい子供に育っ

てくれればそれでいいんだって。

黄
桜
の
丘
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
秀
歌
響
き
わ
た
る

，
灘

．
．
羅

文化の香り高い黄桜の丘

詩情豊かに入選歌の発表

　
四
月
二
十
九
日
、
第
四
回
「
黄
桜
の

丘
桜
ま
つ
り
」
が
、
あ
い
に
く
の
雨
の

た
め
会
場
を
貝
野
多
目
的
セ
ン
タ
ー
に

移
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
あ
ら
か
じ
め
募
集

し
た
短
歌
の
入
選
作
品
が
、
貝
野
吟
詠

会
の
名
朗
詠
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

〈
入
選
短
歌
〉
　
選
者
　
野
本
郁
太
郎

◎
特
選
　
　
新
屋
敷
　
　
阿
部
キ
ョ
イ

　
雲
ひ
と
つ
行
方
は
知
ら
ず
黄
桜
の

　
　
　
　
　
丘
に
安
ら
ぐ
花
恋
い
四
月

◎
特
選
　
　
十
日
町
市
　
蕪
木
し
ず
い

　
　
　
　
　
も

　
黄
桜
の
花
盛
り
あ
が
り
咲
く
真
昼

　
　
　
か
な
し
き
ま
で
に
花
開
き
お
り

◎
村
長
賞
　
十
日
町
市
　
阿
部
　
コ
ト

　
黄
桜
の
丘
の
桜
よ
永
久
に
咲
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
た
い
し

　
　
　
　
　
花
の
吹
雪
は
歌
石
に
吹
け

◎
観
光
協
会
長
賞

　
　
　
　
十
日
町
市
　
　
大
島
　
キ
ヒ

　
こ
ん
じ
ょ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

　
今
生
の
見
お
さ
め
と
な
し
生
れ
し
地
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ま

　
　
　
　
黄
桜
を
見
て
逝
き
し
夫
と
も

◎
入
賞
　
宮
中
　
　
　
　
藤
田
美
代
子

　
　
　
　
　
　
　
い
っ
　
し

　
遅
咲
き
の
黄
桜
一
枝
闘
病
の

　
　
　
窓
に
活
け
た
り
今
日
風
さ
や
か

◎
入
賞
　
山
崎
　
　
　
　
広
田
　
ま
つ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘0　　　　　　　　　　　　　　　　　澱　　　　　　　　　　　　　　　　鯉　　　　　　鱒　　　．鞭盤欝

わたしの

ふ
る
さ
ど

⑳
葎沢
山本節子さん

　
　
　
　
　
　
と
　
　
だ

埼
玉
県
戸
田
市

　
わ
た
し
の
生
ま
れ
育
っ
た
埼

玉
県
戸
田
市
は
、
戸
田
競
廷
場

が
あ
り
、
近
く
の
戸
田
橋
を
渡
る

と
東
京
都
板
橋
区
に
な
り
ま
す
。

　
荒
川
が
あ
り
、
子
供
の
頃
よ

く
自
転
車
に
乗
り
、
土
手
へ
遊

び
に
行
き
ま
し
た
。
生
ま
れ
た

頃
は
、
田
畑
が
多
く
中
里
村
に

嫁
い
だ
と
き
子
供
の
頃
を
思
い

出
し
ま
し
た
。

　
今
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど

の
建
物
が
年
々
増
え
て
き
て
い

ま
す
し
、
交
通
の
便
が
良
く
、

里
帰
り
も
日
帰
り
が
出
来
る
く

ら
い
で
す
。

　
戸
田
市
は
、
中
里
村
ほ
ど
雪

が
降
ら
ず
、
病
院
等
も
多
く
、

過
ご
し
や
す
い
所
で
す
。
中
里

村
は
、
少
し
不
便
な
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
空
気
が
お
い
し
い

し
、
住
め
ば
都
で
す
。

　
わ
た
し
も
、
少
し
ず
つ
こ
の

土
地
の
人
の
方
言
に
な
り
、
こ

こ
に
嫁
い
で
早
い
も
の
で
1
0
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
中

里
村
が
ど
う
変
わ
る
の
で
し
ょ

か
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

栃木県

群馬県

　
市
都

県
田
　
京
　
県

玉
戸
東
　
川

埼
　
　
　
奈

　
　
　
　
神

県
　
　
　
県

城
　
義

茨
　
◎
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嚢

毘い出の一枚⑪
昭和八年、五月村の青年や親戚の万々に送られ

越後田沢駅を出発し￥横須賀海兵団に入団，濡軍

四等水平を命ぜられたときの写真です。

前列中央が下士官。この万が，四ケ月間寝食を

共に￥父となり兄となって御指導いただいた教班

長です。当時月棒六円捨銭。「たばこ」二十本入

六銭．「せんべい」一袋五銭の時代でした。猛訓

練で空腹の毎Eヨ。週一回士曜日夕食の配給でした。

あれから五十六年．今もこの「せんべい」の味が

忘れません。後列左端が私です。

　　　　　舞鶴市　上羽健一（旧姓山田）

　　　　　（清田山　山田虎三郎さんの弟）

　
黄
桜
の
丘
の
祭
り
を
待
ち
待
ち
て

　
　
　
　
歌
詠
む
午
後
に
風
花
の
舞
う

◎
入
賞
　
十
日
町
市
　
　
藤
田
　
と
よ

　
あ
め
つ
ち

　
天
地
に
力
み
ち
た
り
鳶
は
舞
い

　
　
　
と
う
と
う
と
ゆ
く
お
お
信
濃
川

◎
入
賞
川
西
町
　
水
品
律

　
杖
を
ひ
く
友
の
手
を
と
り
肩
を
貸
し

　
　
　
黄
桜
の
丘
の
歌
碑
を
見
せ
た
し

◎
入
賞
　
十
日
町
市
　
　
高
橋
　
一
代

　
夜
を
こ
め
し
満
開
の
花
の
し
ず
も
り
の

　
　
　
　
　
今
明
け
初
め
ぬ
黄
桜
の
丘

◎
入
賞
　
津
南
町
　
　
　
涌
井
　
正
男

　
蒼
く
澄
む
空
に
あ
ふ
る
る
黄
桜
の

　
　
　
花
に
酔
わ
ん
か
歌
に
酔
わ
ん
か

◎
入
賞
　
津
南
町
　
　
　
島
田
千
鶴
子

　
す
か
ん
ぽ
も
す
み
れ
も
群
れ
ぬ
黄
桜
の

　
　
　
丘
に
ふ
た
た
び
君
に
会
わ
ん
と

◎
入
賞
　
十
日
町
市
　
　
栗
林
　
静
枝

　
奥
越
後
中
里
村
の
宮
中
は

　
　
　
　
　
世
界
一
と
い
う
黄
桜
の
丘

「妙法高原牧場」（100号）

総
合
セ
ン
タ
ー
に

　
　
古
瀬
画
伯
油
絵
寄
贈

　
四
月
十
日
、
高
野
芳
夫
さ
ん
（
上
山

碇
屋
金
物
店
）
の
義
弟
に
あ
た
る
古
瀬

巖
画
伯
（
東
京
都
中
野
区
在
住
）
よ
り

村
に
油
絵
「
妙
法
高
原
牧
場
」
を
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

真心のこもっている作品

　
画
伯
は
、
二
十
年
前
か
ら
こ
の
地
を

訪
ず
れ
山
村
の
自
然
を
描
き
つ
づ
け
今

回
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
絵
は
、

百
号
と
い
う
も
の
で
額
緑
込
み
で
縦
一
、

四
メ
ー
ト
ル
、
横
一
・
七
メ
ー
ト
ル
と

非
常
に
大
き
な
油
絵
で
す
。

　
村
で
は
、
こ
の
油
絵
を
総
合
セ
ン
タ

ー
階
段
踊
り
場
に
飾
軌
み
な
さ
ん
に
、

観
賞
し
て
い
た
だ
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。見

事
な
出
釆
栄
え
の

老
人
工
芸
品
展
に
ぎ
わ
う

　
恒
例
と
な
っ
た
老
人
工
芸
品
展
が
、

四
月
十
四
、
十
五
日
の
両
日
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
二
十
二
人
の
丹
精
込
め
た
力
作
品
は

ワ
ラ
細
工
・
竹
細
工
・
手
芸
・
盆
栽
な

ど
二
百
三
十
点
で
、
展
示
即
売
さ
れ
ま

し
た
。
だ
ん
だ
ん
作
る
人
が
少
な
く
な

っ
て
き
た
貴
重
な
工
芸
品
は
、
一
般
公

開
と
と
も
に
待
ち
か
ね
た
人
た
ち
が
早

速
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

り
杉
谷
清
之
さ
ん
蜀

ワ
　
　
里
美
　
　
慌

きっかけは……り同級生です。り東京で働いてい

　　　たとき、近くに住んでいたので、ほかの

　　　　　　じ　　　友達と3人でよく遊びに行きました。
交際中は……ワ食事や買物によくでかけました。

結婚生活は……り子供も2人いるし、自分なりに

　　　幸せです。ワ幸せです。
お互いへの要望……り子供中心で物事を考えてい

　　　るので、自分のことも少し考えてほし

　　　い。ワ忙しいので、自分の健康管理に

　　　気を付けてほしい。
子育てのモットー……り何か光るところを見つけ

　　　て、そこを伸ばしてやりたい。ワ元気

　　　で伸び伸びと育てたい。
エピソード……り東京にいたころ電話をしながら

　　　寝てしまった。ワあきれて声も出ませ

　　　んでした。
村への要望……り高齢化社会が進むなかで、若い

　　　人を村にとどめるために、まず、若い

　　　女性が村にいれるような環境にした方

　　　がいいのではないでしょうか。

9 広報躍押霊と　　　平成2年5月／0日
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　中里剣友会では、本年度会員（スポ

ーツ少年団員、一般会員）を募集して

います。

　指導には、剣道歴の長い一流の先生

があたり、基本から応用まで親切にお

教えします。しっかりした礼儀作法や

心身の鍛錬に、ぜひどうぞ。

■対象者　小学校3年生以上の男女と

　　　　一般。

●練習日　毎週火・木曜日

■時　間　午後7：00～8：30（少年団）

　　　　午後8：30～10：00（一般）

■場　所　田沢小体育館

■指導者　藤田　博、服部猛司、他

■申込先　大島勝利（部長）暦63－2129

　　　　樋口秀雄（副部長）岱63－2529

　　　　江ロー衛（母集団長〉盈63－3430

　道ぶしんやセギぶしんの季節です。

側溝の蓋が、とれなくてお困りの方は

いませんか。役場では、側溝揚げ機を

購入しました。女性でもらくらく作業

できます。無料貸出します。是非ご利

用下さい。問い合わせは建設課へ。

引『’　　　　亀罵、’　　　㌔＝㌧’・、、

　取引・証明に使用する計量器は、計

量法によって検定を受けなければなり

ません。区単位で取りまとめています

のでご協力ください。

　※　農家の使用している「はかり」

　　で庭先取引に用いる場合や農作物

　　を計って売る場合は、対象外です。

■対象「はかり」は

　天びんはかり、棒はかり、台はか
　　り、手はかり、時計はかり、光電

　式はかりなどです。

　詳しくは、開発課へ。

　清津川の上流、湯沢町の二居地区に

電源開発㈱が、二居・カツサ両ダムを

築造したため、降雨や融雪時に河川水

量が増えてダムのゲートが開かれるこ

とがあります。

　そのため、下流に位置している当村

の清津川の水量が急に増えることがあ

ります。川遊びや釣りには十分注意し

てください。

　　　　　　　　　　　　　　！．一

■5月16日　午後1時～3時30分

通り山の一部、芋川新田の一部

■5月23日　午前9時30分～正午

倉俣の一部、芋川の全部
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自
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せ
ん

　
村
で
は
今
年
度
、
行
政
情
報
・
農
事
情

報
・
防
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報
等
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く
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な
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ん
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め
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報
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政
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自
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「気をつけて」

　　　朝の一言忘れずに

●飲酒運転検挙者数　　　　1人

●無免許運転違反者数　　0人

●事故発生件数　　　　　4件

●死亡事故ゼロ　　　　244日

（4月末累計）

善意をありがとう

■公民館へ

樋口信治さん（荒屋〉

　　法律百科辞典8冊
鈴木　一さん（重地）

　　古本ダンボール10箱
日社会福祉協議会へ

服部昭一さん（東田沢〉

　　新切手10，632円分
樋口鶴松さん（桂）

　　オムッ150枚
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　平成2年度中里村国民健康保険事業

で一日人間ドッグを実施しますので希

望者は、保健課へ申し込み下さい。

■実施時期　7月～8月

　　　　　（日時は個人通知します）

■対象者国保加入者で40歳～60歳
　　　　　までの人、定員70名。

■負担区分

年　齢 個人負担額 村補助

40　　歳 9，300円 21，700円

41歳以上 15，500円 15，500円

■実施場所

■〆切日

新潟県労働衛生医学協会

十日町検診センター

6月20日（水）

先着順に受け付け、定員

になり次第締め切ります。
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◎母親学級・妊婦検診

　5月25日㈹　上村病院
　母親学級（受付）12：45～13：00

　　　　　（内容）産褥と赤ちゃんの保育

◎乳児検診　H元．6。1～7．31生・H元．12．1～

　5月11日（金）　　　　　　　　2．1．31生

　（受付）13：00～13：30保健センター

◎2歳児検診　S62．10．1～S63．4．1生

　5月18日㈹

　（受付〉13：00～13：30保健センター

◎3歳児検診　S61．12．1～S62．4．1生

　6月1日㈹
　（受付）13：00～13：30保健センター

◎結核検診

　農業機械の普及により、事故が多発

しています。次の事項に注意し安全な

作業をしましょう。

　①わが身を守る安全服装

　②使用説明書は必ず読む

　③日常・定期点検を忘れずに

　④お年寄りや子供に気をつけよう

　⑤路上走行でも安全運転

　⑥見込み運転は事故のもと

　⑦バックのときは慎重に

　⑧荷台に人を乗せない

　⑨あゆみ板を大いに利用しよう

　⑩万一に備えて安全フレームを

今月の納税等と振替日

■軽自動車税

■国民健康保険税

■国民年金保険料

■保育料

■水道料

（5月31日）

（5月31日）

（5月25日）

（5月25日）

（5月25日）

　5月11日（金）～5月29日（火）まで

　会場等健康カレンダー参照

◎ポリオ生ワクチン

　5月15日（幻

　（受付）14：00～15：00保健センター

◎日本脳炎

　5月30日㈱～6月8日㈹
　会場等健康カレンダー参照

11 広報1麗劉姻r’
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平成2年5目／0日

＼、　　、一’曹　’∵、　”

　お年寄りと同居している。近所にボ

ケ老人の方がいらっしゃる。ボランテ

ィアをしてみたい。そんなあなたのた

めの教室です。

　ボケ老人の上手なお世話の仕方を一

緒に勉強してみませんか。

　次のプログラムで行います。

6月14日（木） ・痴呆性老人の正しい理

13：00～16：00 解・予防について

保健センター ・映写「ぼける」

6月20日困 ・老人の食事（実習）

10：00～16：00 ・痴呆性老人の看護の

保健センター ポイント

6月26日（火） ・痴呆専門病院での実

10：00～16：00 習

末　　　　定・ （看護の実際を学ぶ）

7月4日㈲ ・体験発表と座談会

13：00～16：00 ・地域ぐるみの介護につ

保健センター いて話し合い

■対　　象　痴呆性老人の看護に興味

　　　　　のある方。

■受講人員　30～40人

■場　　所　中里村保健センター

■申し込み　5月25日㈹までに保健課へ

’、＼￥ ＼＼、－∵’

〔平成2年4月より〕

項　　目 平成元年度 平成2年度

老齢基礎年金 666，000円 681，300円

老齢福祉年金 340，800円 348，600円

保険料の支払いが困難な人は

　病気、入院、失業、営業不振などで、

所得がなくて保険料を納めるのが困難

な人は、5月末までに役場国民年金係
に保険料の免除申請をしてください。

覧
＼

■納期限平成2年5月31日（木）

■納入できる窓口

　　新潟県指定金融機関等に指定され

　　た銀行、信用金庫、信用組合、農

　　業協同組合及び労働金庫、県内の

　　郵便局、財務事務所

◎自動車税についての相談は、

　　十日町財務事務所収税課へ。

七
月
か
ら
役
場
が
、

毎
月
第
二
●

第
四
土
曜
日
に
閉
庁
（
休
み
）

と

な
り
ま
す
。



　5月11日～6月10日

カレン』タ㌧一

高野由紀子さん

集落上山

青春しτます

昭和43年2月17日生まれ　22歳

11㈲
乳児検診　合保健センター　013：00～結核検
診（貝野地区）心配ごと相談日　合老人福祉セ

ンター　　㊤13：00～16：00

⑬（日）

14（月）
愛郷徒開校式合総合センター　㊤19：30～
陶芸サークル開講式合村民体育館019：30～
結核検診（土倉～白羽毛）

15（幻
ポリオ生ワクチン合保健センター　㊦14：00
～15：00　人権擁護講演会　倉中里中体育館
結核検診（手溝～朴木沢）

16㈲
停電　通り山の一部、芋川新田の一部
㊤13：00～15：30

17㈲

18㈹
2歳児検診　0保健センター　㊤13：00～

絵画・木版画教室開講式合総合センター
（D19：30～　心配ごと相談日

19（土）
少年野球大会合田沢小グランド　013：30～

⑳（日）
高齢者講座開講式倉総合センター　㊤9：30～

21（月）

22（火）
村民テニス教室合村民体育館　（919：00～

23㈲
停電　倉俣の一部、芋川の全部
㊦9：30～12：00

25㈹
母親学級、妊婦検診　血上村病院　㊤12：45～

心配ごと相談日　合老人福祉センター
㊤13：00～16：00

⑳（日）

28（月）
結核検診（田沢小、上山、田中、山崎）

29（幻
村民テニス教室0村民体育館　㊤19：00～
結核検診（上記日程で受けられなかった人）

1㈹
3歳児検診合保健センター　㊤13：00～
オーケストラ演奏会　0中里中体育館

013：00～　心配ごと相談日

2（土）

③（日）
郡青年大会　合中里中体育館ほか　㊤8：30～

8㈹
心配ごと相談日　合老人福祉センター
（D13：00～16：00

疑騰憲講　　幾叢毒

星座みずがめ座
血液型A型
身長154cm
　仕事は、家（理容タカノ）で手

伝いをしています。趣味は、スキ

ーやバレーボール。今度テニスを

警翻舅産蔭悪難嚢欝
思ったら、その人が理想です．自講灘・

分の儲は、おおざつぱでなん囎購

もいいやって感じ。夢は、このま　　　巽
　　　　　　　　　　　　　　　　錨まずっと中里村にいること。村へ

の要望は、スポーッセンターや夏　　　　　　鱒

も滑べれるスキー場を作ってほし　　’　窮
　　　　　　　　　　　　　　　　　繊繋、．
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⑳津南病院謙5粛綿

⑳大島医院禅罐1

⑳中条病院眉漏鴇1

⑭上村病院糖3重2111

⑳津南病院葎5謂1
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村民憲章　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1，健康で働き明るい村をつくります。

1￥愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。

紅一点
　　男性が多いなかで＼女性が
　　　　　　　こういってん　一人目立つとき「紅一点」と

　いう表現がよく使われます。
　　　　　　　　　　　おう　　これは中国北宋の政治家王
　あんせき　　　　　　　　　せきりゅう

　安石が作った「石榴」の詩「万
　　そうちゅう

　緑叢中紅一点，人を動かすに
　　　　　もち　春色多きを須いず」が出典と

　されてきました。

　　この詩句は，「人を感動させ

　る春のけしきは多くのものを

　必要としない。すべて緑色の

　草むらのなかに＼ただ一つ赤

　い花が咲いていればよい」と

　いった意味ですが，石榴つま

　りザクロの花は，俳句では春で

　なく夏の季語になっています。

　ザクロの原産地はぺしシャ・

　インド。中国を経て渡来した

　花が賞美されるようになった

　のは平安時代で，果実が食用

　とされたのは江戸時代からで

　す。

　筒状・六弁の花は，燃える
　ような紅色。赤い花が少ない

　梅雨の時期に咲くために、芭
　　　　し　だ　や　ば　　　　　　　さ　み
　蕉門下の志太野捜の句「五月
　だれ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はなざ

　雨に　ぬれてやあかき　花石
　くろ
　榴」のように￥きわめて印象

　的です。

　際立って魅力的な女性の姿

　　を連想させるところは，

二上　やはり「紅一点」と呼ぶ

ゴr倉　にふさわしい花といえる

葉でしめ・

のルーツ
溝 囎

難
4月末現在
　（）は前月比

●人口男3，390人（一19）女3，379人（一3）計6，769人（一22）●世帯数1，634（±0）
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